
令和 8 年度 学校関係者評価会議 報告書 

 

1．会議の概要 

令和 8 年 5 月 13 日、長崎県央看護学校会議室において、令和 8 年度学校関係者評価会議を開催した。本会

議は、学校関係者評価委員から教育活動・学校運営・地域貢献等に関する評価および助言を受け、学校運営の

改善に資することを目的として実施した。会議は 13 時 56 分より開始し、約 1 時間 36 分にわたり審議が行わ

れた。 

 

2．出席者 

学校関係者評価委員 

• 石山雅晴（諫早市立諫早図書館 館長） 

• 岩永勝（長崎県央看護学校 同窓会会長） 

• 佐藤快信（鎮西学院大学 名誉教授／委員長） 

• 日野出悦子（長崎県看護協会 会長／副委員長） 

• 吉田佳織（JCHO 諫早総合病院 看護部長）※欠席（事前意見提出） 

学校側 

• 山本広樹（校長） 

• 田中伸子（副校長） 

• 今里良二（事務長） 

• 後藤富美子（教務課長） 

 

3．校長挨拶および学校の現状報告 

校長より、学校の沿革および現在の教育体制について説明があった。本校は令和 8 年度に看護師 3 年課程の

完成年度を迎え、教育改革を本格化させている。教育内容の改善に向け、教職員が一丸となって取り組んでいる

ことが述べられ、委員への協力に対する謝意が示された。 

 

4．審議内容および委員からの意見 

本会議では、佐藤委員長が議長を務め、学校側が提出した自己点検・自己評価結果を基に、評価項目ごとに委

員からの意見を聴取し、順次審議を進めた。委員から寄せられた指摘や助言については、その都度学校側が説明

を行い、教育活動や学校運営の改善に向けた方向性を確認しながら議論を深めた。 

1）教育理念・教育目標 

学校側から、教育理念を「地域に貢献する看護実践者の育成」「専門的知識・技術の修得」「主体的学習」の

三本柱として掲げていること、学生の自己評価では一定の到達度が確認されていることが報告された。一方

で、理念が広がりすぎており、学生への伝わり方に課題があるとの認識が示された。 

委員からは、教育理念が抽象的で学生に理解しづらい可能性があるものの、機会を捉えて理念や目標を説明

している点は評価できるとの意見があった。また、自己評価だけでなく形成的評価の過程を可視化する方法を

検討すること、卒業生の就職先からのフィードバックを教育改善に活用することが提案された。 

 



2）学校運営 

委員からは、教育 DX への積極的な取り組みが評価された。一方で、ICT 化により学生が「分かったつもり」に

なる懸念や、AI による文章生成の影響、紙媒体による記述・思考の重要性などが指摘され、今後の ICT 利活

用において慎重な検討が求められた。 

3）教育活動 

成績不良者への支援として、マンツーマン指導や読み書き困難等の個別特性に応じた支援が行われており、一

定の効果が見られることが報告された。委員からは、教員の負担や指導方法に配慮しながら継続的に取り組む

必要性が示された。 

4）学修成果 

新人看護師の離職率が全国的に高い状況を踏まえ、卒業後のギャップや指導体制が課題であるとの指摘があ

った。本校の卒業生フォロー体制は評価され、就職先との連携強化が望まれるとされた。 

5）学生支援 

ワクチン接種に関して、医療者としての倫理教育の重要性が指摘された。また、保護者への情報提供の必要性

や、医師会が実施するサーベイランス情報を教育に活用することが有効ではないかとの意見があった。 

6）教育環境 

計画的な設備整備や投資が行われている点が評価された。ICT 環境の整備は現代の教育に不可欠であり、

引き続き計画的に進めることが望まれるとされた。 

7）学生募集 

SNS や動画を活用した現代的な広報の強化が必要であるとの意見があった。在校生による出身校訪問は効

果的であり、中学生段階からのアプローチも今後検討すべきとされた。また、進路指導担当者向け説明会は 6

月中旬以降の開催が望ましいとの助言があった。 

8）財務 

学校側から、全日制 3 年課程の完成年度を迎え、40 名定員での安定化を見込んでいる一方、令和 7 年度は

移行期で財務が厳しい状況であったことが説明された。委員からは、法人としての財務基盤の重要性が指摘さ

れ、中期的には改善が見込まれるのではないかとの意見があった。また、学生募集の安定が財務改善の鍵とな

るとされた。 

9）法令等の遵守 

法令遵守に関しては、特に問題は認められなかった。 

10）社会貢献・地域貢献 

看護協会との連携や地域イベントへの参加など、地域貢献活動が評価された。今後も継続的な取り組みが期

待されるとの意見であった。 

 

５．総括・閉会 

委員長からは、丁寧な教育および学生支援が高く評価され、課題を明確に把握し改善に取り組む姿勢が良いと

の総括があった。また、地域医療を支える重要な学校として、今後の発展が期待されると述べられた。 

副校長からは、いただいた意見を学校運営および教育改善に反映し、報告書を作成して学校ホームページで公

開する旨が述べられ、委員への謝辞とともに閉会した。 

 


